
・「みずからの地域はみずから守る」という意識と連帯感で、自主的に防災活動を行う
組織作りが始まった。①防災本部、②自主防災隊、③防災部、④救護班で構成される 

・日ごろの火災の防止（火の用心の見回り、防災知識の普及）や消火訓練、避難訓練を
行う。発災時、自分の安全確保後、災害弱者の安否確認や救出に努める 

・自主防災隊は、丁目ごとに組織され、災害応急対策活動を行う。機動力を発揮するた
めに、隊員ボランティアの増員が不可欠（隊員を募集しています！） 

・災害弱者支援のために、平常時の見守り活動を行う福祉協力員との連携も行われる 

防災について 

防災本部 
平常時：用具・備品の確保、 
    訓練・広報 
発災時：災害対策本部 
   （指揮所、活動支援） 

自主防災隊 
平常時：用具・備品の確保、 
    発災時の訓練 
発災時：救助・救護活動 
    消火活動・避難所運営 
    通信・情報収集・広報活動 

防災部 
平常時：行事の企画・実行 
    消火栓格納箱管理 
    婦人消防クラブ活動 
発災時：自主防災隊支援 

救護班 医療機関 

外部 
 市役所 
 支援組織 
 近隣組織 

みずき野町内会防災体制 

防災部による初期消火訓練(1丁目) 
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